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女 28.731 '(ム 99)

世帯数 1z .665 (ム(0)
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〈工左側端をー列で進行する。

②右折は道路の左側端に沿ってまわる

③信号機のある交差点での右折

は青で進行し、右K曲る角で

一旦停車し曲って行く方向む

信号が青になって進行する。

④右折、左折の場合は 30メ ー

トJレ手前から手合図する

(2) 

正しい乗り方

自転車の
二 人乗 り

にんな乗りかたはやめましょうl

|右¥:.;とこゴ〆 ム
，一一歩

ほ有駅前を自転車で右折するとき!
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今
一

G 

安全地帯安 全地 帯
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夜
空
を
彩
る
花
火

恒
例
の
花
火
大
会
が
、
八
月
二
十
一
日
夜
八
時
か
ら
市
役
所
よ
こ
の
海
山
で

あ

D
ま
し
た
。
こ
の
夏
最
後
の
納
涼
行
事
と
あ
っ
て
大
勢
の
市
民
が
海
岸
通

b
を
う
や

J

め
つ
く
し
ま
し
た
。

記
念
写
真
を
贈
呈

ム
満
七
十
才
以
上
の
方
に
は
理

容
、
浴
場
組
合
員
の
方
々
の

九
月
十
五
日
か
ら
二
十

一
日
も
生
活
の
向
上
に
努
め
る
意
欲

半

額

に

よ
る
特
別
奉
仕

ま
で
は
「
老
人
の
福
祉
週
間
」
を
も
り
あ
け
よ
う
と
す
る
も
の

ム
満
八
十
才
以
上
の
方
に
は
マ

と
き
め
ら
れ
て
い
ま
す
.

で

す

。

大

村

市

で

も
関
係
者

の

ツ

サ

1
ジ
師
会
員
の
方
々
の

こ
の
老
人
の
日
の
ね
ら
い

は

方
々
の
ご
協
力
を
え
て
次
の
よ

無
料
特
別
奉
任

と
か
く
孤
独
で
み
じ
め
な
生
活
う
な
行
事
を
行
な
い
ま
す
。

な

治

、

そ

れ

ぞ
れ
の
特
別
奉

に
陥
り
や
す
い
老
人
の
健
康
と
ム
満
八
十
五
才
以
上
の
高
令
者
仕
券
は
各
町
務
連
絡
員
の
方

福
祉
を
高
め
、
す
べ
て
の
人
が

に
市
長
よ
り
記
念
品
を
贈

呈

に

治

配
b
し
て
い
た
だ
く
よ

老
人
に
対
し
て
関
心
と
理
解
を
ム
九
月
十
五
日
現
在
で
満
九
十
サ
治
願
い
す
る
こ
と
に
し

τ

深
め
る
と
と
も
に
、

老
人
自

ら

才

の

方

に

は

記
念

品

の

外

に

治

b
ま
す
.

老
人
に
明
る
い
希
望
を

ー‘、
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農
地
報
償
給
付
金
請
求
の

昭和40年 9月1日

受
付
を
始
め
ま
す

第
四
十
八
回
国
会
で
成
立
し

た

「
農
地
被
買
収
者
等
に
対

す
る
給
付
金
の
支
給
に
関
す

る
法
律
」
(
い
わ
ゆ
る
農
地
報

償
法
)
が
六
月
三
日
か
ら
公

布
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

九
月

り

こ
の
法
律
は
、
戦
後
行
な
わ

れ
た
農
地
改
革
に
よ

っ
て
農

地
を
買
収
さ
れ
た
者
治
よ
び

そ
の
遺
族
に
対
し
て
給
付
金

を
支
給
す
る
こ
と
を
定
め
た

も
の

で
す
。

圃・圃圃圃

日
は
防
災
の
日

気
象
通
報
に
は

九
月
一
日
は
全
国
的
に

「
防

災
の
日
」
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

災
害
に
は
台
風
、
高
潮
、
津

波
、
地
震
、
火
災
な
ど
い
ろ

い
ろ
あ

b
ま
す
が
、
こ
れ
ら

に
対
す
る
防
災
の
心
が
ま
え

を
た
か
め
、
つ
ぎ
の
こ
と
が

ら
に
も
注
意
し
て
、
災
害
を

最
少
限
に
く
い
と
め
る
よ
う

に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

(3) 

常
に
注
意
を

j¥ 

こ
の
給
付
金
請
求
受
付
を
つ

ぎ
の
と

治
り
行
友
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
早
め
に
手

続
を
す
ま
せ

て
く
だ
さ

い。

マ
受
給
資
格
者

農
地
改
革
で
農
地
を
買
収

さ
れ
た
も
の
又
は
そ
の
遺

族
で
そ
の
被
買
収
農
地
が

一
畝
以
上
の
も
の

。

マ
受
付
期
間

昭
和
四
十
年
八
月
二
十
官

灯
な
ど
を
用
意
す
る
。

③
風
速
が
二
十
五

メ
ー
ト

ル

以
上
の
と
き
は
危
険
で
す

か
ら
な
る
べ
く
戸
外
に
出

、
泣
い
よ
う
に
す
る
。
や
む

を
得
や
外
出
す
る
と
き
は

帽
子
を
か
ぶ

D
、
上
着
を

き
る。

①
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ピ
・

新
聞

な
と
の
気
象
通
報
に
常
に
④
台
風
や
空
気
が
乾
燥
し
て

注
意
す

る

.

い

る
と
き
は
大
火
に
な
り

②
台
風
が
通
過
す
る
と
の
予
や
す
い
の
で
、
火
元
に
は

報
が
出

さ

れ

た

と

き

は

窓

十

分

気
を
つ
け
る
。

ガ
ラ
ス
、
戸
な
ど
は
板
な
⑤
台
風
に

は
大
雨
主
伴
な
う

ど

で

補

強

し

、

瓦

は

針

金

こ

と

が
多
い
の
で
、
河
川

で
し
ば

b
つ

け

て

と

び

散

流

域

の
人
は
水
の
は
ん
ら

ら

な

い

よ

う

に

す

る

。

ま

ん

に

注
意
し
、
あ
ぶ
、
な
い

た

停

電

に

そ

な

へ

て

マ

ッ

と

き

は
早
め
に
避
難
し
ま

チ
、
ロ

l
y
ク

、

懐

中

電

し

よ

う

.

， 
〉

か
ら
、
昭
和
四
十
二
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
.

マ
受
付
場
所

大
村
市
農
業
委
員
会

な
語
、

↑給
付
金
は
十
年
同

一

反
未
満
の
場
合
は
五
年
)
以

内
に
償
還
す
べ
き
記
名
国
債

で
交
付
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
市
総
務
課

川
又
は
農
業
委
員
会
へ
治
た
や

J

ね
く
だ
さ
い
。

⑥
電
線
が
き
れ
て
た
れ
下
つ

て
い
る
と
き
は
素
手
で
さ

わ
る
と
感
電
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
す
ぐ
九
電

へ

連
絡
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

⑦
災
害
時
に
は
デ

マ
が
と
ぶ

F

)

と
や
か
多
い
の
で
、
デ

マ

に
ま
ど
わ
さ
れ
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ー

i
交
通
止
l

i

l

i
-
-

-

大
村
港
局
部
改
良
工
事
の

道
路
舗
装
工
事
の
た
め
、

つ
ぎ

ω
と
お
り
交
通
止
を

行
ほ
っ
て
お
り
ま
す
。

場
所
H
市
内
松
山
郷
馬
場

先
突
堤

期
日
H

十
月
十
日
ま
で

:..<Ji?r' 

メ三

夏休みも終りました

さあ、元気を出してゆるんだ心の

ねじをまいてがんばりましょう o

また、 2学期は学力をつけるのに

大切な学期です。
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恥の
I
レ
、
'
つ
品
u
「吋

1
1
4
ノ
I
l

り

火

災

予

防

の

歌

を

募

集

大村市政だよ

火
災
は
九
十
パ
ー
セ
ン
ト

が
不
注
意
か
ら
起
き
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
国
民
一
人

一
人
の
注
意
に
よ
っ
て
火
災

の
大
部
分
を
な
く
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
心

構
え
を
国
民
全
体
に
訴
え
る

た
め
の
火
災
予
防
の
歌
を
つ

ぎ
の
と
治

b
募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
要
領

①
だ
れ
で
も
応
募
で
き
ま
す

②
応
募
歌
詞
は
者
治
む
ぬ
一

節
六
行
以
内
三
節
位
。

③
応
募
原
稿
に
は
住
所
氏
名

職
業
、
年
令
、
性
別
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
.
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!
I
1
i
i
f
自
衛
官
募
集
l

④
締
切
日

九
月
十
五
日

⑨
送

D
先

東

京

都

港
区
芝

西
久
保
明
舟
町
十
八
番
地

日
本
消
防
協
会
火
災
予
防

の
歌
募
集
係

@
入
選
発
表
十
月
一
日

一一一一

一一一一

一一一一一一一一

無
縁
墓
地
の
改
葬
が

一一
一-
一一

一一
一一

一一

行
な
わ
れ
ま
す

つ
ぎ
の

と
沿

-P
無
縁
墓
地

の
改
葬
が
行
な
わ
れ
ま
す
の

で
、
縁
故
者
が
あ
ら
れ
ま
し

た
ら
期
日
ま
で
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

マ
墓
地
所

在

地

大

村
市
乾

馬
場
郷
佐
古
川
六
十
三
番

地
マ
墓
地

名

本

経

寺
菓
一
地

マ
改
葬
の
理
由
墓
地
荒
廃

に
伴
う
整
理
改
葬

マ
改
葬
の
場
所

木
経
寺
墓

地
の
一
角

マ
届

出

先

大

村
市
乾
馬
場

郷
六
十
三
番

地

本

経

寺

マ
届
出
期
日

十

月

十

日

な
語
、
改
葬
す
る
区
域
内

の
墓
地
名
儀
人
氏
名
(
明

治
中
期
の
墓
地
台
帳
に
よ

る
)
は
、
つ
ぎ
の
と
宕
り

で
す
。

北
条
造
酒
・
北
条
新
三
郎

神
尾
忠
平
・
須
田
幹

べ

-r--

1 九'前夜ol期衆浴 i
; |台風向しーか l j 

i 気象台では、南方洋上マーシヤノレ、カロリ:

!ン、マリアナ郡島附近に発生した熱帯性低気 i
i圧のう ち、中心の最大風速が毎秒 17. 5' 

iメートルl立上のものを台風と呼んでいる。!

!熱帯性低気圧は大気の不安定性とくに大気中 i
iの水蒸気にひそむ熱が大きな作用をして生じ j
jさせる。海上の表面水温が 27度以下では発 !

!生しない。赤道附近で北東貿易風と南半球か 1

G赤道を越してくると考えられる南西李節風 j
jが衝突すると赤道前線が生まれる。するとス!

!ョーげ 生じやすく 抗 。 そ こへマーシヤ1レi
i郡島の東方から時速 20キロメ ート ルぐらい;

!で西に移動している偏東風の波が通 bかかっ!

!てこれが核となってう十巻を治こすと、台風 i
iを発生させる.この台風は一年中ふいている;

!が、その道が台湾あたbからだんだん北に移 (

!動して 9月ごろ日本にくるのである・ i 

一一一
一
一一
一一一
一

発
明
相
談
を

一一一一

一一一
一
一一

行
な
い
ま
す

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠

商
標
な
ど
の
出
願
手
続
に
つ

い
て
ご
相
談
を
つ
ぎ
の
と
お

b
行
な
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ

い。

マ
日
時
九
月
十
一
日
午
前
十

時
よ

D
十
二
時
ま
で

国

勢

調

陸海空士の第二次募集が

9月で終Pます。自衛官

を志願される方は早めtと

ご連絡下さい。

P受験資格

入隊する月の 1日現在で

1 8才以上 25才未満の

男子。

b受験手続・連絡先

志願票の請求、提出、受

付は市役所か大村部隊で

行なっています。

b試験 自

試験は「学科Jr口述」 宮
試験と身体検査で 1日で 暴
終ります. 集

1学科試験は国語(作文も

含む〉数学社会、理科

の 4科目で中学校卒業程

度のもの.

2ロ述試験は個人面接で志

願の理由、家庭む事情、

将来の希望を質問します

マ
場
所

商
工
水
産
課

一一一一

一一

一一一一

忌
明
に
寄
付

市
内
桜
馬
場
郷
森
シ
マ

さ
ん

は
亡
夫
森
周
作
さ
ん
の
忌
明

に
、
ま
た
市
内
並
松
郷
甘
木

ク
-
一
子
さ
ん
は
亡
夫
甘
木
吏

さ
ん
の
忌
明
に
社
会
福
託
事

業
資
金
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

金
一
封
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た

査

昭

和

ω年
凶

月

i
日

防
衛
庁
共
済
組
合
で
は
つ

ぎ
の
会
り
職
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

マ
応
募
資
格

十
九
才
か
ら
二
十
七
才
ま

で
の
日
本
人
男
子
で
新
制

高
校
卒
業
者
.

マ
提
出
書
類

履
歴
書
、
戸
籍
謄
本
、
卒

業
証
明
書
各
一
通

マ
受
付
期
限

九

月
十
日

マ
提
出
先

大
村
市
今
津
郷
防
衛
庁
共

済
組
合
大
村
航
空
隊
支
部

“ 


